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手立て① 身近な材料を使った、生徒が考えやすい課題設定の工夫
「実践1 タンパク質の特性（キウイゼリーの酵素実験）」
「実践2 浸透圧の調節（イクラを用いた浸透圧実験）」

・既習知識を活用して自然事象を捉える
ことができない。

・科学的に考察することが苦手である。

A： ゼラチン
B：ゼラチンとキウイ
C：ゼラチンと煮沸

したキウイ
D：寒天
E：寒天とキウイ

生徒の実態

手立て②：
「タンパク質の特性」について科学

的に考察することができよう、キー
ワードと定型文を設定した。

手立て② キーワード・定型文の活用
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手立て①：
イクラという身近な材料を使って実

験を行うことで、生徒は既習知識を
活用して「浸透圧の調節」について
捉えられるようになる。

［課題］：体液濃度を一定に保つ必
要があるのはなぜか?

目指す生徒像

既習知識を活用して自然事象を捉え、
科学的思考力や表現力を身に付けた生徒。

A：高濃度の食塩水の中に入
れたもの

B：何も処理をしていないもの

C：蒸留水の中に入れたもの

身近な材料を使って生徒が考えやすい課題設
定を工夫することで、生徒は既習知識を活用して自然事象を
とらえ、科学的に考察し、表現できるようになった（このことに
ついて、苦手と答えた生徒の割合は78％から42％に減少）。

成果
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ゼリーはどのような条件のときに固まるか？
－ キウイゼリーの酵素実験 －

以下の①～③について、実験結果のように
なった理由を考察せよ。その際、定型文（例）
を活用するとともに、キーワード群から各一つ
以上のキーワードを用いること。
① 実験結果ＡとＢを比較した場合
② 実験結果ＢとＣを比較した場合
③ 実験結果ＢとＥを比較した場合

【キーワード群】
タンパク質分解酵素、変性、失活、基質特異性
【定型文（例）】
「実験結果は〇〇〇であった。その理由は、

□□□だからである。」

体液濃度を一定に保つ必要があるのはなぜか？
－ イクラを使った浸透圧実験 －

以下の①～⑤の各問いに答えよ。

① 体液濃度を一定に保つ必要は、(ある・ない)
② ①のように答えた理由を書け。
③ ヒトにおいて、浸透圧調節をしている臓器は

どこか。
④ ③のように答えた理由を書け。
⑤ 下のａ、ｂ各場合の、ヒトにおける浸透圧調

節のしくみを、キーワードを用いて説明せよ。
ａ 体液濃度が高くなった場合
ｂ 体液濃度が低くなった場合

【キーワード】
（生徒とのやりとりの中で、順次設定）
【定型文（例）】
「①（③）の答は〇〇〇である。その理由は、

□□□だからである。」
「⑤のａの場合、まず〇〇、さらに□□。これ
によりに△△となる。」

生徒が考えやすい課題設定の更なる工夫が必要である。

また、生徒自身が適切なキーワードを設定できるよう、実践
を積み重ねていく必要がある。

課題

実践１ キウイゼリーを使ってタンパク質の特性を調べる。

実践２ イクラを使って浸透圧調節の重要性に気付く。

手立て①：

ゼリーという身近な材料を使って実
験を行うことで、生徒は既習知識を
活用して「タンパク質の特性」につい
て捉えられるようになる。

［課題］：ゼリーはどのような条件のと
きに固まるか?

手立て②：
ヒトの 「浸透圧の調節のしくみ」に

ついて科学的に考察することができ
るよう、生徒とのやりとりの中でキー
ワードを順次設定した。


